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　現在、私は経営法友会の危機管理研究会に参
加しており、各社有志との間で危機管理につい
て議論する機会をいただいています。本会につ
いては、すでに伊藤ハム米久ホールディングス
株式会社危機管理室長の久保裕輝氏が本誌

（2022年10月号４頁〜）にて紹介されていますが、
さまざまな業態の法務パーソン各氏が認識して
いる、あるいは抱えているリスクマネジメント
の課題について意見を交換しています。企業が
未知の分野にも成長を拡大し、多様なリスクに
対応していこうとする今、本会を通じて得る知
識や情報は非常に有用であると感じています。
　このたびはこのご縁で、経営法友会事務局よ
りリーガルリスクマネジメントについて何か書
いてほしい、というオファーがあり、拙文をし
たためた次第です。
　リーガルリスクマネジメントについては、
2020年５月に発行された、リスクマネジメント
の国際規格である ISO31000：2018から派生し
た ISO31022：2020において詳細に説明されて
おり、読者諸氏におかれては、すでに十分に内
容を把握しているものと思われますので、本稿
においては ISO31022：2020を踏まえ（たつも

りで）、僭越ながらリーガルリスクマネジメン
トについて自分なりの考えを述べさせていただ
きます。

１　�旧来の自分のスタイルの
限界

　現在では、立場上、自ら契約をドラ
フトしたり、レビューしたりする機会
がめっきり減ってしまいましたが、

「法務に関する相談」や「契約に関す
る質問」を受ける機会はまだまだ多く
あります。相談や質問に対応するにあ
たっては、やはり今までの経験や

（アップデートされているはずの）自分
の知識を活用し、相談者に選択肢を与
えるためにも可能な限り複数の回答を

用意するように努めています。
　この場合、リスクの大きさ、リスクをコント
ロールできるか、とれるリスクか、とれないリ
スクか、実際に起こりうるリスクか、想像上の
リスクか、契約書で対応できるリスクか、とい
うことが相談者への選択肢の作成の基準となっ
ています。ISO31022：2020を読みながら考え
てみると、もしかしたら自分のプロセスは、
リーガルリスクマネジメントの実践に近かった
のか、と自惚れたりします。
　しかし、この自分の知識や経験に頼るような
やり方は、どのような提案であっても自分が蓄
積した量や発想パターンの枠を出ず、近年、自
らが直接に経験していない、新しい多様化して
いる企業を取り巻くリスク（地政学リスク、気

候変動リスク、経済安全保障リスク等）には対応
しきれないと考えます。そのようなこともあり、
新しい対応が要求されていると実感し、日々模
索している状況です。

２　�これからのリーガルリスク�
マネジメントについて

　従来のリスクマネジメントは、当社のみなら
ず、日本の多くの企業においては、法務／コン
プライアンス部門によるコンプライアンスリス
クへの対応が中心であったように思います。し
かし、近年のリスクマネジメントの対象は、前
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述したようにサステナビリティや地政学、気候
変動や経済安全保障等、かつては想定していな
かったものとなり、従前のようなやり方では対
応しきれなくなってきています。また、リスク
そのもののとらえ方についても、かつては目的
達成に対する「負の影響」や「危害の発生確率
と発生時の（負の）ダメージ」等のようにマイ
ナスのものとされてきましたが、近年は、プラ
スとマイナスを共含する「目的達成に作用する
不確実性」というように定義されています。こ
のため、リスクは回避したり、予防したりする
だけでなく、目的達成のためには積極的にテイ
クすべき場合もあるものと考えられています。
　したがって、このような多様化した複雑な新
しいリスクに対応するためには、経営企画部門、
事業部門、法務部門を含む機能部門が、それぞ
れの立場、視点で直面する（であろう）リスク
に対応し、経営陣が正しく把握・評価できるよ
うに伝える必要があります。特にリーガルリス
クは、それだけで存在するのではなく、戦略リ
スク、事業リスク、コンプライアンスリスク、
品質リスクや財務リスク等と関連して同時に存
在することから、リーガルリスクを正しく分
析・評価するためには、他のリスクに対する理
解が必要であり、その理解なくしてリーガルリ
スクマネジメントは全うできず、リスクマネジ
メントそのものも十分に機能しないと考えてい
ます。リスクマネジメントが十分に機能しない
場合、あるリスクを不必要に過大に考えること
により経営が委縮し成長の機会を失うおそれも
あり、リスクマネジメントは企業の成長のカギ
を握っていると思います。
　この点からも、法務部門は、それぞれのリス
クに内在するリーガルリスクを他部門と協議す
ることにより特定し、当該部門がその対策を講
じることに貢献しなければならないと感じてい
ます。また、法務部門の「パートナー機能」と

「ガーディアン機能」という点からみれば、
「パートナー」としてさまざまなリスクをリー
ガル面から分析、評価し、経営陣がリスクへの

対応を適切に意思決定できるよう全力でサポー
トするとともに、「ガーディアン」として企業
が直面するリスクから生じる負の影響を可能な
限り縮減することに注力するということかと思
います。
　繰り返しになりますが、このためにも、法務
パーソンは、他の部門の方々が「困った時に
やってくる場所」で待っているだけではなく、
積極的に進んで他部門と連携し、全社リスクマ
ネジメントの一翼を担い、全社リスクの分析・
評価・対応というリスクマネジメントにも深く
関与しなければならないと考えています。

３　��終わりに�
─リスクの語源に感ずるもの

　今回を機にリスクの語源を調べたところ、
Risk の語源はイタリア語の riscare に由来し、

「断崖絶壁を航行する」（navigate among the 

cliffs）、「危険を冒す」（run into danger）という
意味（ピーター・バーンスタイン著／青山護訳

『リスク：神々への反逆』（日経 BP マーケティン

グ、2001年）であり、リスクは「選択」を意味し、
勇気を持った行動が選択の自由の幅を広げうる
と述べられています。同書では、古代から現在
に至るまでの人類のリスクへの挑戦、運・不運
で物事を処理することなく合理的な思考で不確
実性に挑んできたこと（ギャンブルに勝つこと

も含む）が描かれています。
　この語源等や先達の苦労に接し、われわれ法
務パーソンも不確実性という海を渡る「企業」
という名の船を無事に航海させるために、船長
を勇気づけるパートナーとなり、あるいは船の
ガーディアンとしてさまざまな航路を指し示す
ように、リーガルリスクマネジメントを実践す
べきと改めて実感しています（最後はこじつけ

になってしまい、すみません）。




